第9章
1  次の文について考えなさい。

I see a light on the mountain (山の上に・・・が見える)
I see a flash on the mountain (山の上に・・・が見える)
I see a flashing light on the mountain  (山の上に・・・が見える)
このうち奇妙なのはどの文だろうか。またそれはなぜだろうか。

◆seeという動詞は通常未完了的に——即ち、状態を指すのに——使われる。ということは、I see a light on the mountain (山の上に光が見える)は普通である(光が安定していることを暗示する)。また、I see a flashing light on the mountain  (山の上に点滅する光が見える)も、点滅する光は(その反復性により)継続的な状態なので、普通の文である。しかしながら、I see a flash on the mountain (山の上に閃光が見える)は、閃光というのは短期間すぎて状態とは解釈されないため、奇妙な文である。

2　次の各文について、通常はどのような読みをもつか言いなさい。　(a)完了的読みのみ、(b)未完了的読みのみ、(c)完了的読みと未完了的読みの両方

(a) Sally went from Phoenix to Arizona　(サリーはフェニックスからアリゾナに行った)
(b) The road went from Phoenix to Arizona (道路はフェニックスからアリゾナに続いていた)
(c) The river divided into two streams (川は２本に分かれ(てい)た)
(d) The artery divided into two main branches. (動脈は二本に枝分かれしていた)

◆(a)完了的

◆(b)未完了的

◆(c)両方(完了的読みの方が際立っている)
◆(d)未完了的

3　次のラネカー(Langacker 1982: 275)からとった(編集された)意見について考えなさい。

(a) 「このトラジェクタが軌道上のすべての地点を占めることができるのは、時間に沿って連続的に占めることによってのみである。軌道を特定するのは、時間軸のどの一点においても不可能であり、それは区切られた期間を総括する形でのみ可能になる。」

(b)「このような場合には、主語は経路上のすべての地点を同時に占めることができる。時間軸のどの点をとっても・・・それは時間の流れの中で一定でかつどの時点においても十分に具象化されている構造を記述している。」

(a)のコメントに当てはまるのは上の問いの例文のSally went from Phoenix to Arizonaだろうか、それともThe road went from Phoenix to Arizonaだろうか。(b)のコメントについてはどうだろうか。それぞれなぜなのか説明しなさい。

◆(a)のコメントが当てはまるのは、Sally went from Phoenix to Arizona——サリーはトラジェクタで、彼女のフェニックスからアリゾナへの移動は一定期間かけて起こった。(この出来事は一枚の静止写真では捉えることができない。)
◆(b)のコメントが当てはまるのは、The road went from Phoenix to Arizona——この文は静的な状況、つまり、時間の流れの中で一定な配置構造について述べている。

4　次の動詞の(a)完了的用法、(b)未完了的用法の例文をそれぞれ書きなさい。

　　stretch (伸びる)、lie (横たわる)、rise (上る)、have (持つ)、look (見る)
例文は単純過去形(stretched, layなど)で書くこと。完了相(had stretchedなど)や進行相(were stretchingなど)の例文を含めないこと。また、過去の習慣的行為について述べるような文(He rose every morning at nice (彼は毎朝9時に起きた)など)も含めないこと。

◆He stretched the elastic as far as it would go (彼はゴムひもを伸ばせるだけ伸ばした)~ The line of cars stretched from here to the horizon (車の列はここから地平線まで伸びている)
◆John lay down on the beach (ジョンは浜辺に寝そべった)~ The village lay on the road to Toowoomba (その村はトゥーウンバへの道路沿いにある)
◆The balloon rose into the air (風船は空へと上った)~ The mountain rose from the top of the village(山は村の一番高い所からそびえている)
◆I had a bath yesterday evening (私は昨夕お風呂に入った)~ I had five cigarettes in my pocket(私はポケットにタバコを5本持っている)
◆I looked out of the window (私は窓の外を見た)~ The woman looked tired(その女の人は疲れているように見えた)
5　次の文について考えなさい。

(a) He is stupid (彼は愚かだ)
(b) He is being stupid (彼は馬鹿げたことをしている)
(c) He is tall (彼は背が高い)
(d) *He is being tall (*彼は今のところ背が高い)
(c)が適格であるのに、(d)が不適格なのはなぜだろうか。

◆be stupidは、「愚かであるという特性を持っていること」だけでなく「愚かに振る舞う」を意味することもできるため。「愚かに振る舞う」という読みでは、完了的プロセスであり、従って進行相をとることができる。((b)には完了的な読みしかないことに注意。be tallには未完了的であり、進行相をとることができない。

6　通常、完了動詞は英語では単純現在形で使われると習慣的読みを生じさせる。例えば、John catches the 8.15 (ジョンは8時15分発に乗る)は、今この瞬間彼が8時15分発に乗ろうとしているということを意味することはできず、彼が習慣的にそれに乗っているという意味を表すだけである。では、I name this ship ‘Bounty’(この船を「バウンティ号」と命名する)、I bet you $5 he’ll win (彼が勝つ方に5ドル賭けるよ)、I advise you to stay away  (離れているよう忠告するよ)などの文が、使われているのは完了動詞であるのにもかかわらず、非-習慣的読みになるのはなぜだろうか。

◆これらの文が遂行的発話——即ち、言明ではなく行為——であるため。発話と行為(命名、賭け、助言)が一致しているという事実は、それらが英語の完了的動詞の単純現在時制の用法の条件——行為によって占められる時間は発話をサンするのに要する時間と一致しなくてはならない——に従っているということを意味する。

7　どのような状況でならJohn catches the 8.15が非-習慣的読みとなりうるだろうか。

◆もしそれが口語的な、現在時制のナラティヴの一部であれば、非-習慣的読みとなりうる。

8　本文中で、状態動詞が進行形で使われると「一時的読み」を生じさせる傾向があると論じてきた。この点をよく示すような例文を作りなさい。enjoy (楽しむ)、hope (望む)、like (好む)、live (住む)、remain (とどまる)、seem (〜に見える)という動詞を用いるとよい。

◆I’m really enjoying the linguistics courses at the moment (私は今のところ言語学の授業を楽しんでいる)

◆She’s hoping to see Mary soon (彼女はすぐにメアリに会いたがっている)
◆He’s quite liking living on his own (彼は一人暮らしをすっかり気に入っている)
◆She’s living in Brisbane at the moment (彼女は目下ブリスベンに居住中)
◆Today I’m remaining behind until 5 (私は、今日は5時まで居残りしている)
